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8．子宮内膜における穎粒球・マクロファージコロニー
　　刺激因子（GM－CSF）の産生調節
（東京薬科大学）
田村　和広，　　向後　博司
　母体（子宮）でのGM－CSF合成は着床前後の胎児のInterferon
tau産生に関与する。しかし子宮内膜でのGM－CSF発現を調節
する生理的メカニズムは不明である。このGM－CSF産生能に及
ぼす卵巣ステロイドのエストラジオール17β（E2）とプロゲ
ステロン（P4）の効果を調べるため、去勢した羊にE2とP4を
処置し、子宮のGM－CSF生成を抗GM－CSF抗体を用いたイムノプ
ロット、免疫組織染色さらにGM－CSF依存性TF－1細胞を使った
バイオアッセイにより検討した。GM－CSFmRNAレベルはquanti
tative　RT－PCRとin　situ　hybridizationにより解析した。　E2
はGM－CSFmRNAレベルを充進させること、しかしGM－CSFペプタ
イドへの翻訳にはE2とP4の両ホルモンが必要であることが
判った。
10．妊娠糖尿病におけるTF、　TFPIの動態
（産科婦人科学）
野平知良，小川俊隆高山雅臣
　外因系凝固因子である組織因子（TF）は妊娠中毒症におい
て上昇することが知られ、妊娠中毒症における凝固・線容系
異常の一つとして病理把握、治療効果判定に有用と報告され
た。当教室では妊娠糖尿病患者に妊娠中毒症が高率に合併す
ることから、妊娠糖尿病におけるTF及びその阻害因子である
TFPIの血清値を測定し、妊娠糖尿病における外因系凝固因子
の臨床的意義を検討した。また、血管内皮細胞障害の指標と
してトロンボモジュリン（TM）も併せて測定し、以下の結果
を得た。
1）妊娠中毒症では血清TF、　TFPI、　TM値はいずれも上昇して
　　いた。
2）妊娠糖尿病では血清TM値の上昇は認あられなかったが、
　　血清TF、　TFPI値は上昇していた。
3）血糖値と外因系凝固因子の間に有意な相関が認められた。
　　　（p　〈　O．　05）
9．子宮頸管組織におけるマトリックスメタロプロテアーゼ9
　　（MMP－9）産生調節
（東京薬科大学薬学部第一生化学教室）
今田啓介，並木真奈，伊東　晃，森　　陽
　マトリックスメタロプロテアーゼ9（MMP－9）は様々な結合
組織成分を分解することから、分娩時の子宮頸管熟化に関与’
していると考えられる。そこで日本白色種ウサギを用いて子
宮頸管組織中のMMP－9の検出およびその産生調節機構の検討
を試みた。その結果、①非妊娠時に比べ妊娠末期子宮頸管組
織中にMMP－9が多く存在していること、②MMP－9はlnterleukin－
1（IL－1）の刺激下で子宮頸管細胞によりde　nov（治成されるこ
と、③プロゲステロンはMMP－9産生を転写レベルで抑制する
ことが明らかとなった。以上より子宮頸管細胞のMMP－9産生
はIL－1により誘導され、またプロゲステロンはその産生を抑
制し、頸管マトリックスの維持にはたらくことが示唆された。
11．光感受性物質による光力学的治療の
　　血清過酸化脂質に対する影響
（内科学第三）
調進一郎，高橋友乃，金澤真雄，能登谷洋子，林徹
（生理学第二）
會沢勝夫
【目的】光感受性物質mono－L－aspartyl　chlorine　6（以下
ME2906）投与後Laserを照射して動脈硬化巣を退縮させる
という光力学的治療が研究されている。今回我々は血清に対
するME2906の影響を検討した。【方法】健常人血清にME2906
10－IOO　pt　g／ml添加後Laser（664nm）を10－100J／c㎡fie．射し、血
清過酸化脂質（LPO）を測定した。【結果】①LPOはME2906濃
度依存性、Laser照射量依存性に増加した。②血清にアスコ
ルビン酸を添加すると、LPOの上昇は抑制された。【考察】M
E2906にLaserを照射すると一重項酸素が生じLPO値が上昇し
たと考えられた。ME2906を用いた動脈硬化治療には抗酸化剤
を投与するなど、LPO上昇を抑制する必要性が示唆された。
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